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アフリカにおける知的財産制度の役割
―サブサハラの経済発展とイノベーション創出を考える―

山　名　美　加
サブサハラ政策研究班　主幹研究員

関西大学　法学部　教授

　本報告では、アフリカにおける知的財産制度の役割について、現状と課題に焦点を当て報告

がなされた。特にサハラ砂漠以南のアフリカ地域（サブサハラ）の経済及び産業発展に知的財

産制度がどのように活用できると期待できるのかについて、具体的には農産物、バイオ分野で

の事例を織り交ぜながら、問題提起がなされた。

　報告内容としては、まず、なぜアフリカを対象に研究に着手し始めたのか、アフリカの可能

性と課題をいかに位置付けているのか、そして、SDG（持続可能な開発目標）達成という観点

からも、研究対象としてアフリカに向き合う意義が示された。

　2021 年 1 月から、アフリカ大陸自由貿易圏（AfCFTA）が始動し、アフリカ全域での共通市

場化が進んでいるが、同貿易圏構想は、2013 年にアフリカ連合（AU）の前身であるOAU憲章

（OAU＝アフリカ統一機構）50 周年に、その後 50 年間のAUの開発目標として示された「アジ

ェンダ 2063」の中の構想の一つである。「アジェンダ 2063」では、2063 年までのアフリカの政

治、経済、社会に関する長期的なビジョンが掲げられ、それを達成するため、アフリカ域内貿

易の倍増を目指すAfCFTAの設立など 15 の旗艦プロジェクトが最優先事項として示された。

　アフリカにおいては、現在、各国知的財産庁とは別に、英語圏では 1976 年のルサカ協定によ

りARIPO（アフリカ広域知的財産機関）、フランス語圏では、1977 年のバンギ協定によりOAPI

（アフリカ知的財産機関）が設立され、知財の権利化に大きな役割を担ってきたが、統一知財庁

でないための課題が山積する。アフリカでの統一知財庁設立を試みる汎アフリカ知的所有権機

関（PAIPO：Pan-African Intellectual Property Organization）の設立構想もすでに「アジェン

ダ 2063」の 10 年計画（2013 年～ 2023 年）に盛り込まれていたが、署名国は 6 か国にしか過

ぎず、批准国なしで、見通しが立たない現状である。その理由としては、これまでの国連WIPO

（世界知的所有権機関）やWTO（世界貿易機関）のTRIPs協定（知的所有権の貿易関連の側面

に関する協定）の交渉において、アフリカ等の開発途上国からなされてきた問題提起、すなわ

ち、「知的財産権の保護は目標そのものではなく、社会、経済、文化的発展というより大きな公

的目標に資する手段である」という理念がPAIPO構想では明確に示されていなかったというこ
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とが挙げられる。一方で、AfCFTA設立協定の第 2 フェーズでは、知財保護についての合意も

期待されることから、今後AfCFTAがさらに発展すれば、アフリカで統一した知財制度の確立

が再度検討される可能性もある。

　一方で、AU傘下のプロジェクト「アフリカ開発のための新パートナーシップ（NEPAD）」

の下でも、アフリカのイノベーションを知財制度を活用して保護、発展させようという試みが

数々なされてきた。特に南アフリカでは独自に生物資源とそれに関わる伝統的知識の活用を政

府が推進し、成功事例が示されてきたことから、同国はAUに南部アフリカのバイオイノベー

ションの拠点と位置付けられ、国を跨いだ産学官連携プロジェクトの推進役となっている。

　最後には、商標を活用したエチオピアのコーヒー豆のブランド化戦略についての紹介があっ

た。エチオピア政府は自らがハラー（Harar）、シダモ（Sidamo）、イルガチェフ（Yirgacheffe）

という商標を国外でも取得することで、コーヒー豆をブランド化し、大手のコーヒーチェーン

とより対等な立場での価格交渉やブランド名の使用契約の締結に至ったとされるが、その過程

では販売先である外国のコーヒー協会等の反発があり、苦労しながらも、国外で商標登録を行

ったという経緯がある。さらに、地理的表示制度を活用したモザンビークやカメルーンの農産

物ブランド化の事例紹介もなされたが、各国の農産物を知財の力でブランド化する試みは、ア

フリカが今後より強化しなければならない農業分野の優位性確立に知的財産制度がいかに貢献

できるのかを検討する上で大きな指針を示すことになると思われる。
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୊259յۂࢊιϝψー(9.2)

アフリカに͕͜Ζ知的ࢊࡔ੏ౕのༀׄ
ーγϔγύϧのࡃܨ൅ఴͳ΢όϗーεϥϱ૓ड़Ν͓ߡΖー

関੤大学法学෨
ඔՅ໌ࢃ

֕གྷ
̏ɿなͧアフリカなのかʃ

（̏）経済੔ௗとアフリカ౦資（その可೵性と課題）
（̐）SDG̈́とアフリカ

̐ɿアフリカの知的財産制度をめ͛る現য়と課題
（̏）AfCFTA設立ڢఈと知的財産権
（̐） PAIPO 構想のం଼要Ҿはʃ

̑ɿ広域知的財産庁の役割と現য়
（̏）ARIPO（アフリカ広域知的財産機関）
（̐）OAPI(アフリカ知的財産機関）

̒ɿアフリカ発のఽ౹的知ࣟをཤ༽した産ׯ学連ܠの৿しいொླྀ
SANBIOϕϫジェέφを௪して

̓ɿアフリカと知的財産権
   （̏）ஏ理的න示制度を׈༽したϔϧϱυΡϱή化કྲྀ
   （̐）ΦοΨϒアのྭࣆ
   （̑）ೖຌとのڢಉを考える
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知的ࢊࡔͳͺ？
ː知的財産とは、ਕؔの知ܛΏ޽෋なʹから
ਫ਼まれる૓ଆ෼のこと。

ːҲఈؔغ、૓ंࡠにಢઐ的な権ཤを༫えて
ฯޤするようにするのが知的財産権制度。

ஸࡠ権：૓ࡠしたときから̎̕ޛࢰ年
特ڒ権：ड़بのೖから̐̎年
実༽৿Ҍ権：ड़بのೖから̏̎年
қঌ権：ड़بのೖから̐̓年
ঐ標権：設ఈౌ࿧のೖから̏̎年ؔ（ߍ৿可೵）

知的ࢊࡔ権にΓΖฯޤのରܧ

（
知
的
所
有
権
）

知
的
財
産
権

知
的
創
造
物

営
業
上
の
標
識

発明

考案

デザイン・意匠

営業秘密

半導体集積回路

植物新品種

著作物

商号

商標

地理的表示

･･･

･･･

･･･

･･･

特許法

実用新案法

意匠法

（例：製造技術，顧客リスト）

半導体集積回路の
回路配置に関する法律

・商品の形態

･･･ 不正競争防止法

･･･ 不正競争防止法

･･･ 種苗法

･･･ 著作権法

（例：シャンパン，スコッチ等）

・著作隣接権 （実演家，レコード製作者，放送事業者等）

･･･ 商法

（サービスマークを含む）

・登録商標

・未登録（周知）商標

･･･ 商標法

･･･ 不正競争防止法

･･･ 不正競争防止法，商標法，
酒税の保全及び酒類業
組合などに関する法律

（例：小説，音楽，プログラム等）
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 アフリカにおける知的財産制度の役割  

なͧɼアフリカなの͖

΢ϱχਕ1̒޳Աਕ
アフリカਕ14޳Աਕ (2023೧）

(2023೧）
2050೧にͺਕ25޳ԱΝ௔͓Ζ？

γϔγύϧʀアフリカGDP੔ௗིͺ
αϫψ઴ͺɼ世界ฑۋΝ৏յͮͱいたʄ
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世界のGDP੔ௗི (߶੔ௗのアフリカ）
（IMF 2023）

African Development
Bank（2023）による
2023-24年の੔ௗ率が
߶い国：ϩϭϱξ
(7.9%), αʖφジϚ
ϭʖϩ (7.1%), ϗナϱ

(6.4%), ΦοΨϒア
(6.0%), νϱδωア

(5.6%)

アフリカ΃のFDI(ଲ֐௜ં౦ࣁ）ͳ
સ世界FDIにࣖすർིのਬҢ (10Աχϩ）

̛̝̠はଁՅするものの、
ଲアフリカ΃の̛̝̠は、
全世界のΚずか̓ˍにし
かգ͙ないʄʄ
ʻこれからの৵率にغଶ

Source: UNCTAD  Word Report 2021
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アフリカの੔ௗーͨのಝ௅ͺ？
͞ΗΉでの੔ௗΝݙӀ͢ͱ͘たのͺɼࠅݱࣁʄ
͖͢͢ɼݐ௒な੔ௗΝࣖ͢ͱいΖのͺඉࠅݱࣁʄ

• アフリカに͕ける༎ड़फ೘の4分の1Ґ৏はళષ資源。஦国、৿ڷ国からのऩ
要がଁٺしたことが、経済੔ௗをԣし৏͝てきた要Ҿと考えられる。
➡アフリカ全体のGDP（国಼૱ਫ਼産）の4割をઐめているのが、ナイジェリア、
アϱβϧ、アϩジェリア、リϑアの4大産་国

• しかし、世界۞̔̏̎̐ߨ年̗݆発නによると、年率ฑ6ۋˍҐ৏の੔ௗを
࿧しକける国は、ΦοΨϒア、ϩϭϱξ、νϱδωアなʹのඉ資源国でى
あͮた。

γϔγύϧのࡃܨ੔ௗི(2022೧）

੼࣊ͺ෈҈定ٶࠅ;จ૬ࠅ

ඉ資源国

αϫナ明けҐ߳も߶い経済
੔ௗ率を示すඉ資源国のଚࡑ
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ʄغ׷఺ࡨに͕いͱ΍ɼ੕ࠅݱࣁ  
• ๤に௜ં的Ӫڷの同ஏ域の҈ఈ及び࣍କ可೵な੔ௗには、Ճ֪รಊが各国の経済的ޛࠕ
ੀえた৿たなݡを٭を༫えるళષ資源΃のգ度なғଚ経済からの୦ڻ Knowledge経済
Ңߨに向けての構ଆրַが॑要。 (World Bank 5HSRUW�n$IULFDbV�3XOVH|�������

• アフリカঀ国では経済の資源ғଚ度に関Κらず、࣍କ可೵な経済੔ௗを模ࡩするಊきが
、が଩ͬड़されてきた。そこではࡨ΃と連ಊする੕ߨ化。Knowledge経済΃のҢࡑݨにع
৿たなアフリカに͕ける産ۂとしてのώイΨイϱξηφリʖの૓ड़がغଶ。

• アフリカがғષとしてೲ΋、״ઝ঳、ອ性࣮׳、ৱྒ不ଏ、සࠖ、ڧ؂ഃշ等の課題解
݀の޳ࢵとして஭目されるのが、アフリカが༑Ғ性をގるਫ਼෼資源をخにした|made in 
$IULFD|のイόϗʖεϥϱ૓ड़と׈༽。

̒で解ઈ

経済のଡ༹化がアフ
リカの࣍କ可೵な
੔ௗにはカάʄ

知財制度の੖ඍ
と׈༽が伶ʄ

SDGs(࣍କՆ೵な֋൅໪ඬ）ୣ੔に΍アフリカの੔ௗͺ෈Նܿ
ʀʀʀなͧならɼසࠖ໲題ͺ5カࠅにॄ஦

• 2015年の世界のසࠖ૜*̕Ա3600ຬਕのൔ਼が、
南アジアとγϔγύϧ5カ国(イϱχ、ナイジェリア、
αϱβ຿कڠ和国、ΦοΨϒア、ώϱήϧυεϣ）
に集஦。（世界۞2019ߨ）
ː世界۞ߨは2015年より1ೖに1.90χϩҐԾでਫ਼׈している૜をසࠖ૜とఈٝ

γϔγύϧのଠの国を؜めると、සࠖ໲題の85ˍが、
南アジアとγϔγύϧの໲題となるʀʀʀ

ʀそのଠ、ڧ؂ഃշ、ৱྋʀਭ不ଏ、੕࣑不҈、
ೋ຿໲題等も、南アジアγϔγύϧには課題が集஦。

• LDC 46か国஦33か国がアフリカに
アϱβϧ（2024年にଖۂ༩ఈ）、ϗナϱ、ϔϩΫナフΟλ、ϔϩϱジ、஦ԟアフリカ、οϡχ、αϠϫ、αϱβ຿कڠ和国、
ジϔο、Φリφリア、ΦοΨϒア、Ϊϱϑア、άωア、άωアϑγΤ、Ϫλφ、リϗリア、ϜξΪηカϩ、ϜϧΤイ、Ϝリ、
Ϡʖリνωア、Ϡδϱϑʖέ、ωジェʖϩ、ϩϭϱξ、γϱφϟʀϕリϱεϘ（2024年にଖۂ༩ఈ）、ιϋΪϩ、εΦϧϪ
Ψϋ、λϜリア、南ηʖξϱ、ηʖξϱ、φʖβ、ΤΪϱξ、νϱδωア、δϱϑア

なͧ、アフリカなͧ、アフリカ
なのかʃ



185
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アフリカに͕͜ΖஏҮڠࡃܨಋରͳ֦ڠಋର΃の
ໝ（2016೧ͳ2021೧ർֳ）و̛̠̝

(10Աχϩ）
౨南෨アフリカࢤ৖ڠ同体

(21か国）

஦෨アフリカঀ国経済ڠ同
体(11か国）

੤アフリカঀ国経済ڠ同体
（15か国）

南෨アフリカ開発ڠ同体
(16か国）

੤アフリカ経済௪ա同໏
(8か国）

౨෨アフリカڠ同体
(7か国）

課題で
もある

アフリカにཛྷཱིすΖஏҮڠࡃܨಋର
ಋରͺཛྷཱིʄҮ಼खӀͺఁいʄڠ

ड़所ʁMF Economic Outlook Database 2019ΓΕJETROࡠ੔

1960年度Ґ߳、アフリカ౹Ҳ機構（OAU)、そして、その
AU)がϏϱʀアフリカकٝ）߻ট機関であるアフリカ連ܩ
の理想を͝ܟ、経済౹߻をਬ਒しようとࢾみた。しかし、
ঘ規模なࢤ৖、ۂ޽化のஙれ、੮ओなイϱフϧ等ʓで

アフリカの経済౹߻はୣ੔化にࢺらずʄ
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アフリカસౖΝใׇすΖڠࡃܨಋରのઅཱི΃
ーアフリカ୉཰ࣙ༟貿易ݏ（AfCFTA）ー

• 2012年1݆ΦοΨϒアで開࠷された୊18յAU(アフリカ連߻）γϝρφで
アフリカ域಼๷ҝਬ਒に関するߨಊܯժ（BIATߨಊܯժ）がট認。

• 2013年にAUはOAUݓহ（OAUはAUの前ਐʻアフリカ౹Ҳ機構）̓̎ब年に
。年ؔのAUの開発目標を示した「アジェϱξ2063」を発න̎̓ޛࠕ
➡2063年までのアフリカの੕࣑、経済、社会に関するௗغ的なϑジϥϱが提示。ใׇ的੔ௗ、

された大཰、ฑ和と҈ఈ等を࣢とした̕つの์ෝ（Aspirations）、20の目標、その目標ୣ੔߻౹
のため、アフリカ域಼๷ҝをഔଁを目ࢨすアフリカ大཰自༟๷ҝݏ（AfCFTA）の設立なʹを؜΋
15の؍ظϕϫジェέφが࠹༑઎ߴࣆとして提示。
➡そのޛ「アジェϱξ2063」は2015年1݆31ೖのAUड೶会߻で採択。

2015年6݆よりAfCFTA設立ڢఈのިমが開始。2018年݆̑、AU૱会にて
Յ໏国̓̓のうͬの̒̒か国がॼ໌し、同ڢఈగ結。2019年5݆30ೖ発効。
2021年1月1日ӣ༽開始。

汎アフリカ知的所有権機関構想
（PAIPOʁPan-African Intellectual Property Organization)

• 「アジェϱξ2063」の࠹ॵの̏̎年ܯժ（2013年ʛ2023年の࠹ॵの10年ؔの実ܯࢬժ
（FTYIP））には、൜アフリカ知的所有権機関設立（̏つの知財庁設立）もܯժ、2023年までに
始ಊさͦることが༩ఈされた。➡AUは、PAIPO 設立法を 2016 年 1 ݆ 31 ೖアυΡηʀアϗώで
採択。しかし、ॼ໌国6か国(οϡχ、αϠϫ、Ϊʖナ、άωア、εェϧϪΨϋ、οϣωジア）、
൹०国なし。

• ຌ෨：οϣωジア
• 公༽ޢ：AU公༽ޢ（ӵޢʀηϘイϱޢʀアϧϑアޢʀフϧϱηޢʀϛϩφΪϩޢʀηϭϐリޢ）
• ೜務：知的財産及びアフリカに͕いて知的財産に関Κͮてਫ਼ͣる໲題を所管するとڠに、ঀ国の
経済、文化、社会及び技術的発展のためのςʖϩとしての知的財産制度の効Վ的ཤ༽をଇ਒する
ものととし、さらに、アフリカ連߻（A U )そのՅ໏国、ஏ域経済ڠ同体（R E C s )、A R I P O及び
O A P Iのωʖθをൕӫした知的財産のηνϱξʖχをఈめるものとする。（P A I P O設஖法=
Sta tu te  o f  t he  Pan  A f r i c an  I n te l l ec tua l  P rope r t y  O rgan i za t i on  ୊̑ড়）
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汎アフリカ知的所有権機関（PAIPO)構想の課題ᶅ
なͧɼࣰݳにఖԗいの͖？

• 特に南アフリ カ と ナ イ ジ ェ リ ア も 引 き込ん で、ア フリカ 全土で 科学技 術資源
をその発展に 集 結 で き る 「 規 模 の 経 済」実 現する ため、 同機関 の設立 は不可
欠と考えられ 、 同 機 関 の 構 想 に つ い ては、 2 0 0 6 年 度から 議論が 開始。
➡しかし、 A U 側 が A R I P O ( ア フリカ 広域知 的財産 機関） 及び O A P I ( アフリ
カ知的財産 機 関 ） か ら の 十 分 な 理 解 を得ら れず。

• 課題：何も 具 体 的 な 知 財 法 に つ い て の言及 がない 。前文 からは
P A I P O の構想を読み解 くこと ができ るのみ だが、 前文に は、
各国の知財庁の役割、 A R I P O 及び O A I の自立性は認めた
ままで、アフリカ全 土 の 知 財 制 度 の 近代化 と調和 の必要 性、
知財務管理 の 効 率 化 等 に 言 及 す る だ けで、 2 0 0 7 年 に採択 された
W I P O （国連 の 世 界 知 的 所 有 権 機 関 ）の D e v e l o p m e n t  A g e n d a
（ D A ) で言 及 さ れ て い る よ う な 「 知 的財産 は目標 そのも のでは なく、 社会、
経済、文化 的 発 展 と い う よ り 大 き い 公的目 標に資 する手 段であ る」と いう
ようなアフ リ カ が 世 界 に 向 け て 提 言 してき た理念 が明確 に示さ れてい ない。

WIPO Development Agenda（DA)
WIPO Doc IIM/3/2 Rev.31 July 2005

• ỴἧἼỽἂἽὊἩỊẆჷᝠầᡦɥ׎ỉоᡯࣱẆỶἠἫὊἉἹὅẆኺฎႆޒử
̟ẴɥỂỉ᣻ᙲễࢫлửௐẺẲạỦẮểӏỎௐẺẲềẟỦẮểửᛐᜤẲềẟỦẇ
ẸủỡảỆẆჷႎᝠငỊଏỆྵˊᅈ˟Ẇ૨҄ӏỎɭမỉኺฎἉἋἘἲỆ
ấẟề᣻ᙲễˮፗỀẬỆẝỦẇW IPOьႱ׎ỆấẬỦჷႎᝠင࠻ỉנ܍Ẇ
ჷᝠСࡇỉݰλầ᣻ᙲễẮểờଏỆଢỤẦỂẝỦẇW IPOồỉьႱẸẲềẆ
W IPOầ৑ሥẴỦჷᝠỆ᧙ẴỦ׎ᨥவኖồỉьႱầ̾ẉỉ׎Ệấẟề
᣻ᙲỂẝỦẮểờଢỤẦỂẝỦẇ(ἣἻᾅὸ

• ẸủỤỉ᣻ᙲࣱửྸᚐẴỦɟ૾ỂẆჷᝠỊႆޒỆӼẬềỉٶẪỉ৖െỉ
ɟếỂẝỦẮểờࢍᛦẴỔẨỂẝỦẇჷᝠỊẆLDCᜂ׎ửԃỜềẴỔềỉ
ᡦɥ׎ỆểẾềẆཎỆẆẸỉʴႎ᝻เӏỎټ໱᝻เử̅ẾẺဃငщỉ
̟ᡶểẟạ᩿ͨỂẆᢊྸỆẦễẾẺኺฎႆޒồỉஓỚửૅੲẲẆẸủử
᭗ỜẰẶỦờỉỂễẬủịễỤễẟẇẸủ૏ỆẆჷᝠỊẆộẰỆኺฎႆޒ
ỉ἖ὊἽểễỦẮểỂẆ̾ẉỉ׎ẉỉႆޒỆݣẲềẆឃᠴỉݣᝋ
ίcomp l i m e n t a r y )ỂẝụẆẸỉѐщỉڳậỂẝẾềỊễỤễẟẇ(ἣἻᾆὸ
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汎アフリカ知的所有権機関（PAIPO)構想の課題②
WTO(世界貿易機関）TRIPs協定（貿易関連知的所有権協定）ですら

認めたアフリカのニーズに踏み込めないPAIPO？
TRIPｓ協定7条 目的

• 知的所有権のฯޤ及び࢘ߨは,技術的知ݡの૓ंࡠ
及び࢘༽ंの૮ޕのཤӻとなるようなดびに社会
的及び経済的ෳࢳの向৏に役立つ๏法による技術
ַ৿のଇ਒ดびに技術のҢ఺及び෕及に資する΄
きであり,ดびに権ཤとٝ務とのؔのߩۋに資する
΄きである。

TRIPｓ協定８条 原則
• (1) Յ໏国は,国಼法ྫの制ఈ຤はրਜ਼に౲た
り,公़の݊߃及びӭ཈をฯޤしดびに社会
経済的及び技術的発展にۅめて॑要な分໼に
͕ける公ڠのཤӻをଇ਒するために必要なી
஖を,これらのી஖がこのڢఈにన߻するݸり
に͕いて,とることができる。

• (2) Յ໏国は,権ཤंによる知的所有権のའ༽
の๹ࢯ຤は๷ҝを不౲に制ݸしऑしくは技術
の国ࡏ的Ң఺にѳӪڻを及·すߨ׵のཤ༽の
๹ࢯのために必要とされるన౲なી஖を,これ
らのી஖がこのڢఈにన߻するݸりに͕いて,
とることができる。

PAIPO設立文ॽには、
TRIPSڢఈ7ড়Ώ8ড়で
示されてきたড়文さえも

ない。

汎汎汎汎アアアアアアアフフフフフフフリリリリリリリリカカカカカカカカカ知知知知知知知知知知知知的的的的的的的的的的的的的的的的的的所所所所所所所所所所所所有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関（（（（（（（（PPPPPPPPAAAAAAAAAAIPPPPPPPPOOOOOOOOOOOO))))))))構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構想想想想想想想想想想想想想想ΝΝΝΝΝΝΝΝΝΝΝΝࣰࣰࣰࣰࣰࣰࣰࣰݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳݳԿԿԿԿԿԿԿԿԿԿԿԿすすすすすすすすすすすすΖΖΖΖΖΖΖΖΖΖΖΖΖΖΖにににににににににͺͅͅͅͅͅͅͅͅͅͅͅͅ？？？？？？？？？？
• アフリカήϩʖϕからの提言をP A I P O構想に全໚的に੟り込΋こと。M D G s
（ϝϪωアϞ開発目標）、N E P A D P l a n o f A c t i o n（「アフリカ開発のための
৿Ϗʖφナʖερϕ（N E P A D）」）、 W I P O D e v e l o p m e n t A g e n d a（D A )等、
アフリカの発展にଊした制度設ܯを示すこと。

➡特にD Aに示されているԾߴى目΃のଲԢを੟り込めるか。
̏ɿ技術ࢩԋ、̐ɿ技術Ң఺、̑ɿアフリカの຿ؔ෨໵րַ ̒ɿ஦ঘࢩۂةԋ

̓ɿ৚ๅ௪৶技術（ I C T ) ̔ɿਕࡒү੔及びಆ೶ླྀड़΃のଲԢ ̕ɿ国ࡏড়༁న༽のौೊ性の

΃のアέιηʖࡒگڂݜүگ、ʖ必ਤҫ༂඾、ৱ඾༼׈

̖ɿ具体的な規൥Ͱくりʖਫ਼෼資源ఽ౹的知ࣟ、フΧʖέϫアのฯޤに関する国ࡏ的に߈଍ྙを

有する࿰ૌみࡠり、౏৏国、 L D Cঀ国の発展のために、知ࣟ、技術΃のアέιηଇ਒の࿰ૌみ

W、ࢬに関する効Վのアιηϟϱφの実ڱԋ、技術Ң఺য়ࢩり、技術ࡠ I P OՅ໏ঀ国のݺʓの

関Κりについて、ࢂՅをଇ਒するためのଲࡨの構஛。

まだまだ
実現はԗいʃ
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 アフリカにおける知的財産制度の役割  

アフリカ୉཰ࣙ༟貿易ݏ（AfCFTA)のஂਫ਼
ʀAfCFTAもAUが͝ܟるアジェϱξ2063のखりૌみのҲつで、アフリカ域಼
の関੭をభഉし、๷ҝϩʖϩのڠ௪化を目ࢨし、アフリカ域಼๷ҝの׈性化、
ଶغアフリカ大཰の࣍କ可೵な経済社会開発が、ݰࡡ機会の૓ड़、සࠖ༼ޑ
される。
➡関੭については、5年Ґ಼にνリフϧイϱ（関੭ଲে඾目）の90%に֚౲する඾目
について、関੭భഉ。

ʀアフリカ54カ国ʀஏ域がࢂՅし1̒Աਕのਕ޳と3஻4,000Աχϩの経済規模を์え
る๷ҝڢఈ（FTA）గ結により、̮̫̦Ґ߳࠹大څの自༟๷ҝݏがアフリカに
ஂਫ਼。

ʀAfCFTAڢఈは3૜。フェʖθ̏は࿰ૌみڢఈ。フェʖθ2には知財হも規ఈ༩ఈ。
フェʖθ3にはుࢢঐख引হ௧Յかʃ PAIPO構想よりも

実現が૥いのかもʃ

AfCFTAઅཱི協定のୣ੔য়(2021.12)ڱ

ड़所 JICA (ಢཱིߨ੕๑ਕ （協ྙ機構ࡏࠅ

✓

ːTRIPsに͕ける౏৏国
ഓྂড়ߴ+WIPOʀDA
まで੟り込めるのかʃ

実現はʃ
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AfrIPI͗ࢩԋすΖアフリカの知߻౹ࡔ？
• AfrIPI は、EUが資ۜ提ڛし、क಍する国ྙڢࡏϕϫジェέφであり、Ԧय連߻知的財産庁(EUIPO)
も、資ۜྙڢをͮߨている。（౲໚は、2020年2݆より4年ؔϕϫジェέφの༩ఈ）

• AfrIPI は、アフリカ域಼๷ҝとアフリカʖԦयؔ๷ҝのଇ਒を目的とし、国ࡏ的及びϦʖϫρϏ
のϗηφϕϧέτΡηにԌͮて、アフリカ全土の知的財産の૓ड़、׈༽、管理、権ཤの࢘ߨを
ଇ਒し、AfCFTA及びアフリカ連߻の Agenda 2063をࢩえることを目ࢨすものである。

• ൜アフリカʀϕϫήϧϞのԾに૓設されたAfrIPI によͮて、知財の૓ड़、ฯ׈、ޤ༽、管理、
権ཤの࢘ߨのεητϞがک化され、րવされることで、アフリカ大཰全土の経済౹߻がよりଇ਒
されることが目ࢨされている。

ೖຌの
役割
はʃ

ϦʖϫρϏ
のࢩԋ

• 1993年Ґ߳、ೖຌ੕ැがक಍し、国連、国連開発ܯժ（UNDP）、アフリカ連߻
җҽ会（AUC）及び世界۞ߨとڠ同でTICAD（ Tokyo International Conference on 
African Development：アフリカ開発会議）を開࠷。

• アフリカの経済ଡֱ化ʀ産ۂ化ɾک㔺なฯ݊εητϞɾ社会の҈ఈ化を始めとする
各分໼に͕いてɾೖຌのکみを׈かした߫ݛを目ࢨす。2013年度からは、アフリカ
を「ϑジϋηϏʖφナʖ」とҒ஖෉ける。

ˢいかにਕࡒү੔に߫ݛしつつ、ೖຌۂةとのྙڢʀ連ܠをک化できるか。
（ೖຌの特ڒ庁ݜर、WIPOジϡϏϱフΟϱχ、FITೖຌ財産ήϫʖώϩフΟϱχ、JICA知財
（र等を௪して、ʀʀʀʀݜ

ೖຌのༀׄ
TICADΝक಍すΖ΍ののʀʀʀ
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アフリカにおける知的財産制度の役割

JICAにΓΖABE΢ニεアτΡϔ
アフリカのऑंのためのۂࢊਕࡒү੔΢ニεアτΡϔ

African Business Education Initiative for Youth
アフリカの産ۂਕࡒү੔とೖຌۂةのアフリカϑジϋηをγϛʖφ
する「ਭ઎Ҍ಼ਕ」のү੔を目的として、アフリカのऑंをೖຌに
ডき、ೖຌの大学でのर࢞ߺख得とೖຌۂةなʹでのイϱνʖϱ
ερϕの機会を提ڛするϕϫήϧϞ。2013年のTICAD Vでೖຌ੕ැ
から発නされ、2014年より開始、アフリカ54か国から、༁1,600ਕ
をणけ೘れている。（2022年12݆現ࡑ）

知財関連の分໼でのणけ೘れはʀʀʀ̔か国̖໌ˑ関੤大学
(αϱβ຿कڠ和国、Φジϕφ、ίωア、ΦοΨϒア、ϔϩϱジ、Ϡδϱϑʖέ）

アフリカͳ知的ࢊࡔ੏ౕ
• ΠϓϨΩ47͖͗ࠅɼWIPOʤ੊ֆஎ的ॶ༙ؖؽݘʥͶՅ໏ɽ

ϏϨ条༁ɼϗϩϊ条༁ͶͺɼΆͳΞʹ͹͗ࠅՅ໏ɽ

• ΠϓϨΩ͹WTOʤ੊ֆ๷ҝؖؽʥՅ໏ࠅ44͖ࠅ
ʻTRIPs協定(எ的ॶ༙ݘ͹๷ҝؖ࿊͹ଈ໚ͶؖͤΖ協定ʥ
སٝߨແΝෝ͑ࠅ ːWTOΨϔδʖώʖは9か国。

• アフリカには、LDCが33か国あるため、ଡくの国ʓがٝ務のསߨについて
は㛻༩ؔغ*を༫えられているが、ΠϓϨΩͶ͕͏ͱ΍ɼTRIPｓ協定͗
எ的ࢊࡔฯޤ͹ϝωϜϞηνϱξʖχである。

*2021年6݆29ೖ、TRIPS理ࣆ会で࠹श߻қをणけて、ޛ発開発౏৏国にଲするསݸغߨは、
さらに13年ؔԈௗされることとなͮた。（৿たなݸغは2034年7݆1ೖまで）
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アフリカでのWTO(世界貿易機関）Յ໏ࠅ

アフリカでඉՅ໏国：
アϩジェリア、ΦοΨϒア、αϠϫ、
γϱφϟʀϕリϱεϘ、ηʖξϱ、
੼ಕάωア、λϜリア、南ηʖξϱ、

リϑア

TRIPsڢఈསߨ
ٝ務ありʄ

ඉՅ໏国
ΦοΨϒア
の知財કྲྀは
ఖΆʹʀʀʀޛ

Ϗリড়༁Յ໏ࠅ

ඉՅ໏ࠅ
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 アフリカにおける知的財産制度の役割  

ϗϩϊড়༁Յ໏ࠅ

ඉՅ໏国

アフリカに͕͜Ζ߁Ү知ࡔுのༀׄーARIPOͳOAPIー
• 各国知的財 産 庁 と は พ に 、 ӵݏޢで は 1 9 7 6 年のϩ γカڢ ఈによ り A R I P O
（アフリカ 広 域 知 的 財 産 機 関 ） 、 フ ϧϱη でݏޢ は、 1 9 7 7 年の ώϱά ఈڢ
により̧̦̘̠（アフリカ知的財産 機関） が設立 。知的 財産権 の権ཤ 化に
大きな役割を୴ͮて き た 。

ːARIPOՅ໏国 22カ国（2022年3݆現ࡑ）
Ϛςϭナ、カʖϚϗϩυ、ΦηϭτΡω、Ϊϱϑア、Ϊʖナ、ίωア、Ϫλφ、リϗリア、ϜϧΤΡ、
Ϡδϱϑʖέ、Ϡʖリεϡη、ナϝϑア、ϩϭϱξ、ιʖεェϩ、γϱφϟʀϕリϱεϘ、εΦϧϪΨϋ、
λϜリア、ηʖξϱ、νϱδωア、ΤΪϱξ、δϱϑア、ジϱώϔΦ
ːୢし、λϜリアとϠʖリεϡηはύϧϪ議ఈॽ(特͕ڒよびۂ޽қঌに関するύϧϪ議ఈॽ）を൹०ͦず。

ːOAPIՅ໏国 17カ国炷2022年3月現ࡑ炸
ϗωϱ、ϔϩΫナフΟλ、カϟϩʖϱ、஦ԟアフリカ、αϠϫ、αϱβڠ和国、αʖφジϚϭʖϩ、
ΪϚϱ、άωア、άωアϑγΤ、੼ಕάωア、Ϝリ、Ϡʖリνωア、ωジェʖϩ、ιϋΪϩ、οϡχ、
φʖβ
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ARIPOとOAPIの課題ʄ
アフリカのGDPϗʖη経済規模ϧϱΫϱή
（世界۞ܯ౹ߨ）

（10Աχϩ）

source ideanav

アフリカ大཰の
経済規模ϑρή̓
がARIPOとOAPI
ʹͬらにもՅ໏し

てないʄ

（2016೧఼࣎)ࠅԿすΖARIPOͳOAPIՅ໏ࡑࠠ

Source: Caroline B. Ncube(2016)  Intellectual Property Policy, Law and Administration in Africa, Routledge

南෨アフリカ開発ڠ同体
（SADAC) ̏̓か国

౨アフリカڠ同体
（EAC)5か国

஦ԟアフリカঀ国経済
同体(ECOWAS)15国ڠ

経済ڠ同
体಼でも
知財の
権ཤ化
手କき
はώϧ
あり״

?N/A

ARIPO
ARIPO
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 アフリカにおける知的財産制度の役割  

ARIPOॶ؇͹எ的ٶݘࢊࡔ;ؖ࿊྘Ү

特許・実用新案 工業意匠 商標

著作権
アクセス
利益配分

地理的表示

伝統的知識
フォークロア

植物新品種

Harare Protocol (1982) Harare Protocol (1982) Banjul Protocol (1993) Swakopmund Protocol (2010)

Kampala Protocol
(2021）

Draft Regional Framework Regional Framework
National Frameworks Arusha Protocol (2015)

33

ˤAfriIPI͗
஭ྙʃ

ː৏ىනはARIPO Annual Report 2021にخͰいているため、22൬目のՅ໏国であるカʖϚϗϩυのනىはないが、

同国議会はϩγカড়༁、ύϧϪ議ఈॽ、ώϱジϣʖϩ議ఈॽ、ηϭαϕϞϱφ議ఈॽを൹०。(2022年）
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ύϧϪ٠定ॽ

 1982᥇ᢥ (1984ᖺⓎຠ)

 ≉チࠊᐇ⏝᪂᱌ࠊព໶࡚࠸ࡘ࡟⥾⣙ᅜࢆᑐ㇟ࡿࡍ࡜༢୍ࡢⓏ㘓ᡭ⥆
ព໶ࠊᐇ⏝᪂᱌ࠊチ௜୚≉࡟ARIPOࡾࢃ௦࡟ຍ┕ᅜྛࠋࡿࡵᐃࢆࡁ
Ⓩ㘓ࡢᶒ㝈ࢆ୚ࠋࡿ࠼(ྛᅜࡣ࡟ᣄ⤯ࡢᶒ㝈ࡿ࠶ࡀ㸧

 ಖㆤᮇ㛫 ฟ㢪᪥ࡾࡼ ≉チᶒ20ᖺࠊᐇ⏝᪂᱌ᶒ10ᖺࠊព໶ᶒ15ᖺ
㸦ព໶ᶒྛࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⥾⣙ᅜࡢಖㆤᮇ㛫࠸▷ࡾࡼࢀࡑࡀሙྜྛࠊࡣᅜෆἲ࡟
ᇶ࡙࡚࠸ಖㆤᮇ㛫ࡀ‶஢ࠋࡿࡍ㸧

3ϱ

ώϱζϣーϩ٠定ॽ（Banjul Protocol ）
1993採択 (1997年発効)
ฯؔغޤ ड़بೖから10年（ߍ৿可೵）

   
ঐ標については、ຌ議ఈॽをగ結した国についてのみが、ࢨఈ可೵。
ຌ議ఈॽのగ༁国はҐԾの13ϳ国（2023年5݆現ࡑ）
ʻARIPOによるঐ標ड़بでࢨఈできる国（13ϳ国）Ϛςϭナ、ΦηϭτΡω、
カʖϚϗϩυ、Ϊϱϑア、Ϫλφ、リϗリア、ϜϧΤΡ、Ϡδϱϑʖή、
ナϝϑア、γϱφϟʀϕリϱεϘ、νϱδωア、ΤΪϱξ、ジϱώϔΦ

しかし、ຌ議ఈॽを൹०していても、国಼法に規ఈがない国もあり。
その৖߻は、Ϝχϕϫड़ب可೵かをݗ౾す΄き。（ただし、ΤΪϱξ、νϱδωア
はϜχϕϫາՅ໏）

ฯؔغޤ

ARIPO経༟に
よるঐ標権の
有効性がٛ໲
される要Ҿࢻ
にʃ
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アフリカにおける知的財産制度の役割

ঐඬड़بϩーφの෵͠ࡸ？˲ΓΕ౹ҲԿɼ؈ોԿ͢た੏ౕのཱི֮͗ٺແ

AfCFTAઅཱི協定୊̐フΥーズの知ࡔ協定に΍غଶ͗߶ΉΖʄ

Source:inventa

ARIPO΃のಝڒड़بのਬҢ ಝౌڒ࿧਼݇のਬҢ

Source: ARIPO Annual Report 2021ˏWIPO IP Statistics ːೖຌ͖らの਼݇ͺ2018೧Ґ߳のみනى

467

453

246

443
568

ೖຌから（݇） ̐̓ ̒̏ ̗̒ ̗̐
PCT （݇） ̐̕̕ ̖̏̔ ̎̓̕ ̗̏̕
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ARIPO΃のқঌड़بのਬҢ қঌౌ࿧਼݇のਬҢ

Source: ARIPO Annual

Source: ARIPO A

Source: ARIPO Annual Report 2021ˏWIPO IP Statistics ːೖຌ͖らの਼݇ͺ2018೧Ґ߳のみනى

ೖຌから（݇）̕   ̏ N/A N/A ೖຌから（݇） ̑ ̏   ̑ N/A

ARIPO΃のࣰ༽৿Ҍ権ड़بのਬҢ ࣰ༽৿Ҍ権ౌ࿧਼݇のਬҢ

Source: ARIPO Annual Report 2021
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ঐඬड़਼݇بのਬҢ ঐඬౌ࿧਼݇のਬҢ

Source: ARIPO Annual Report 202ˏWIPO IP Statistics

ೖຌから（݇） N/A 2 ̐ ̐ ೖຌから（݇） 5 1 N/A ̐

ːೖຌからの਼݇は2018年Ґ߳のみනى

2017೧ AU͗ஏཀྵ的නࣖ（GI)કྲྀΝࡀ୔
the Continental Strategy for Geographical Indications in Africa (2018-2023) 
• ஏ理的න示を࣍କ的な೸ଞ開発とৱྒ҈全のςʖϩとҒ஖෉け。
• アフリカは2016年ʖ2018年、ৱྋの85ˍをアフリカ域֐から༎೘。年ؔの༎೘ֻ
は༁350Աχϩ、2025年までにそのֻは1100Աχϩにୣするとのࢋࢾあり。
アフリカには、世界のາ開୕でࡠߠ可೵な土ஏの60ˍがあるとされるҲ๏で、
ৱྋ自ڇ率及び೸ۂਫ਼産性がۅめてఁいという課題がある。（2020年UNCTAD) 
ːϠδϱϑʖέで2020年6݆15ೖARIPOՅ໏国として࠹ॵのGIとして

Tete Goatがౌ࿧。
White Prawn（Penaeus indicus）もޫึに。

アフリカ産඾
のϔϧϱχ化
なしえるかʃ

ˤAfrIPIが஭ྙʄ
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OAPI（アフリカ知的ࢊࡔ機関）
• ̧̦̘̠（Organisation Africaine de la Propriété Intellectuelle）の前ਐは、            
アフリカのڈフϧϱη৪຿ஏの 各国によͮて「リʖϔϩϲΡϩڢఈ」のԾで   
̗̏̔̐年̗݆に設立された「アフリカ及びϜϧΪεイ知的財産ۃ（OAMPI）」。
そのޛ、̗̏̕̕年݆̑制ఈの「ώϱάڢఈ（Bangui  Agreement)」にخͰき
OAPIにր໌。ຌ෨は、カϟϩʖϱड౐のϢΤϱυ。࢘༽言ޢӵޢ຤はフϧϱηޢ、
1999年と2015年にրਜ਼。

• ̧̦̘̠が所管するのは、特ڒ、実༽৿Ҍ、қঌ、ঐ標、ঐߺ、ஏ理的න示、
ஸࡠ権、不ਜ਼ڟ૬、յ࿑ഓ஖、৪෼඾झౌ࿧。̧̦̘̠Յ໏国は、知的財産権を
管׍する特พ঴庁がາ੖ඍな国がଡく、̧̦̘̠自体が、各国の知的財産ׯ庁的
な役割を୴ͮている。

Յ໏国ڠ௪の知財法、
権ཤを各国で有効化

する必要なし

ώϱά協定（Bangui Agreement)
• 1997採択 (1982年発効)

• ̧̦̘̠΃のड़بは、自ಊ的に全Յ໏国にଲするड़بとѽΚれ、権ཤの効
ྙもՅ໏国全域に及΁。Ϗリড়༁、̧̫̚ड़ب等の国ࡏड़بに͕いても、
「̧̦̘̠」をࢨఈすることのみが可೵、それͩれのՅ໏国の国಼ड़بは
できない。৷֒૎ৃ、権ཤのໃ効化（ཤ֒関ंܐなら何ਕも可೵）は、各
Յ໏国の管ࡍ׍൓所に提ً。あるՅ໏国に͕ける権ཤの有効性に関Κる࢚
法法൓இは、公঄ྒྷ଑を理༟とするҐ֐は、全Յ໏国にӪڻを༫えると考
えられる。

• ฯؔغޤ ड़بೖより 特ڒ権20年、実༽৿Ҍ権10年、қঌ権5年（ߍ৿
により 2յߍ৿可೵ （ௗ15年࠹
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OAPIに͕͜Ζಝڒड़بʀ෉༫ܑ2019)޴）

SOURCE: OAPI  ANNUAIRE STATISTIQUE 2019

ड़਼݇ب͹಼༃ ෉༫਼݇͹಼༃
ʤंेڋͳඉंेڋพʥ

CP:Ϗリϩʖφ
PCT：PCT ϩʖφ

ड़਼݇ب ෉༫਼݇

ंेڋ ඉंेڋ ंेڋ ඉंेڋ

ಝڒड़بʀ෉༫਼݇(2019）

SOURCE: OAPI  ANNUAIRE STATISTIQUE 2019

φρϕ਼̏̎݇بड़ڒΔ͹ಝ͖ࠅ֐ ෉༫਼݇φρϕ10ڒΔ͹ಝ͖ࠅ֐
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(ら͖֐OAPIҮ）਼݇بड़ڒพのಝࠅ

SOURCE: OAPI  ANNUAIRE STATISTIQUE 2019

PCTかCP(Ϗリড়༁）
ϩʖφ

2019೧  (ら͖֐෉༫਼݇（OAPIҮڒพのಝࠅ

SOURCE: OAPI  ANNUAIRE STATISTIQUE 2019
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ঐඬड़਼݇بʀౌ࿧਼݇（2019）
ঐඬड़਼݇بの಼༃ พのঐඬౌ࿧਼݇φρϕ̏̎ࠅ

SOURCE: OAPI  ANNUAIRE STATISTIQUE 2019

域಼から Ϝχリρχ経༟ ܯ߻

ೖຌからの2019年ౌ࿧਼݇は110݇
ೖຌからの2019年度のϜχϕϫ経༟
ड़بは54݇、OAPI௜ંड़48݇ب

஦国 フϧϱη ธ国 αʖφ カϟϩʖϱ ιϋΪϩ ηイη イϱχ χイς άωア
ジϚϭʖϩ

қঌड़بʀౌ࿧਼݇(2010-2019)
ड़਼݇بのਬҢ ౌ࿧਼݇のਬҢ

SOURCE: OAPI  ANNUAIRE STATISTIQUE 2019
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қঌड़بʀౌ࿧ंの಼༃(2019）
࿧ं಼༃ౌ֐พのҮࠅ

SOURCE: OAPI  ANNUAIRE STATISTIQUE 2019

ंेڋ ඉंेڋ
ड़ب ౌ࿧

OAPIに͕͜Ζஏཀྵ的නࣖ੏ౕ

ώϱά協定に͕いͱͺɼ೸ࢊ෼ܵ޽;ٶ඾にΉでฯ֨͗ޤ୉ɽ
（2015೧րਜ਼）

2013೧ɼカϟϩーϱɼリφϧϩयのϘϱζϡʀϘϏー（Poivre de Penja)ɼ
ॵのஏཀྵ的නࣖͳ͢ͱOAPIでౌ࿧ɽ2022೧3݆17ೖɼԦयҗҽճに࠹͗
ஏཀྵ的නࣖ（PGI）ౌ࿧ɽ（アフリカॵのPGI)

ˤ͞͞Ͳ΍ɼ
AfrIPI͗஭ྙʄ
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 アフリカにおける知的財産制度の役割  

アフリカ൅のఽ౹的知ࣟΝཤ༽͢たָׯࢊ連ܠの৿͢いொླྀ
ーアフリカのఽ౹的知ࣟͳώ΢Ψ΢όϗーεϥϱー

AUक಍で਒΋ஏҮָؔࢊ連
•ܠ 2005年からは南アフリカ࠹大の国立ڂݜ所CSIR（Council 

for Science and Industrial Research)がアフリカ連߻
（AU）のイωεアτΡϔのԾに「アフリカ開発のための
৿Ϗʖφナʖερϕ（NEPAD）」に͕いて、南෨アフリ
カでૌ৭化されたSANBioϕϫジェέφの૱఼ׇڎに。
同ڂݜ所が南෨アフリカڠ同体（SADC）ঀ国13カ国の
国立大学及びڂݜ機関を連ܠさͦて、アフリカ域಼の産ׯ
学連ܠϕϫジェέφのਬ਒役としてಊいている。

• これまでΆとんʹଲেとはならなかͮたγϔγύϧʀ
アフリカ域಼で、アフリカಢ自のイωεアτΡϔのԾで
ώイΨ分໼に͕ける国ࡏ的産ׯ学連ܠが始ಊし始めた఼は
஭目に஍ʄ BioFISA、フΡϱϧϱχも੣඾化、

ԋࢩ化をۂً

• アフリカがғષとしてೲ΋、״ઝ঳、
ອ性࣮׳、ৱྒ不ଏ、සࠖ、ڧ؂ഃ
շ等の課題解݀の޳ࢵとして஭目さ
れるのが、アフリカが༑Ғ性をގる
ਫ਼෼資源をخした|PDGH�LQ�$IULFD|
のイόϗʖεϥϱ૓ड़と׈༽。

ˢアフリカのஏで集੷されてきた
ਫ਼෼資源に関Κるఽ౹的知ࣟの׈༽
も॑ࢻ。
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でͺɼなͧɼSADACでͺೈアフリカ͗஦֫なの͖？
ೈアフリカڂݜཱིࠅ所（CSIR)にͺɼఽ౹的知ࣟͳ৿ٗढ़の༧߻ʀ׈༽Կࣰ੹͍Ε

• 南アフリカは༂༽৪෼のཤ༽についてௗいྼがある
• 国஦に͕いて̐̎ຬਕものఽ౹的ҫྏं(Traditional 

Healers)がଚࡑ
• 南アフリカਕの̎̕ˍがఽ౹的ҫྏंに૮஌
• CSIR自体がܘ༁を௪してఽ౹的知ࣟ所有ंの権ཤを
ฯޤ

ʷ̗̗̗̏年にఽ౹的ҫྏं஄体とのְॽగ結
ʷ̐̎̎̑年SANଔとཤӻഓ分ܘ༁గ結
ʷ̐̎̎̑年ఽ౹的ҫྏं஄体とཤӻഓ分ܘ༁గ結

ഐܢ：南アフリカが਒めるKnowledge Economy੕ࡨ、
アフリカが༑Ғ性をގるਫ਼෼資源をخにした|made 
LQ�$IULFD|に向けたイόϗʖεϥϱ૓ड़と׈༽੕ࡨ

Hoodia
• CSIRがnVeld”（アフリカ南෨の૴ݬ）のৱ෼調ࠬを開始。
ˣγϱଔのHoodiaཤ༽に関Κるఽ౹的知ࣟに஭目

• ӭ཈的なՃ஍とಡ性が఼॑ڂݜのଲে
• ঘಊ෼を࢘ͮた実ݩ
• ৱཋをཊ制する੔分
• ಡ性のないபड़されない৪෼
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CSIRのHoodiaϕϫζΥέφ
• Hoodiaという৪෼からபड़された৿しい॑ྖ制ݸ（඄ຮ༩๹）の
ためのৱ඾

• CSIRにより発明された๏法にخͰいてਫ਼産
˲科学技術঴国立ఽ౹的知ࣟۃ、イόϗʖεϥϱ財஄等が連ܠし、
同国のঀ෨ଔαϝϣωτΡのਫ਼෼資源に関Κる「ఽ౹的知ࣟ」を
、によるҫ༂඾、機೵性ৱ඾ܠ学連ׯさͦた産߻৿技術と༧࠹
。開発を਒めてきたڂݜώイΨ೸༂関連੣඾の、ߵྋ、๗ߵ

ˢアフリカに๝かなਫ਼෼資源ʀఽ౹的知ࣟをخにアフリカ域಼の
連ܠを࣢に「イόϗʖεϥϱ」をًこし、産ۂをًこすことの
॑要性。

ಝڒԿͳཤӻഓ෾
• ඄ຮཊ制効Վに関Κる国ࡏ特ڒड़ب（̗̗̏̕年）
ธ国特ڒख得（̗̗̗̏年）

• CSIRはPhytopharm Plc及び Uniliverに特ڒをϧイιϱη（̗̗̏̕年）
Phytopharm PlcはPfizerにγϔϧイιϱη（̐̎̎̒年）

• ̐̎̎̑年にCSIRとSouth Africa San Council (γϱଔの஄体）とཤӻ
ഓ分ܘ༁をగ結

• CSIRがۂةからणけखͮたϜイϩηφʖϱࢩ෹いの̖ˍをCSIRはγϱ
ଔに෹う。さらに、ജり৏͝にଲしてۂةからCSIRにࢩ෹Κれたֻ
（࢘༽ྋ）の̔ˍもγϱଔにࢩ෹う。γϱଔのφϧηφに෹Κれる。

• 現ࡑはৱࡒとしても開発がߨΚれている。
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BP1(Lippia Javanica)եΓ͜ࡐ
• ఽ౹的ҫྏंによͮてեよけࡐとしてཤ༽されてきた৪෼をخに開発
• よりեをঈڊする効ՎをCSIRがڂݜ、ঐۂ化にあたり、αϝϣωτΡ
所有のۂةがLimpopo、Mpumulanga及びWestern Capeに設立。

• Ulwazi Biotechが特ౌڒ࿧。

Source: CSIR

Source:CSIR

αϝϣωτΡʖをϗʖηとしたγϕϧイοェʖϱ

Hoodiaのཤӻഓ分フϫʖ
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Melia azedarach (ιϱξϱ）

• ιϱξϱからபड़したر߇ਫ਼ம੔分を؜΋Պஜӭ཈ึکϘϪρφ
(౛ף、ل૫غのϢά༽)の開発

• ηϭジϧϱχ(現ΦηϭτΡω)大学のڠ同開発、同大学の知的財
産とするが、Өືඁۂでगることとした。

ːChinhoyi University of Technology (ジϱώϔΦ) 及びArrowfeeds (Pty) Ltd 
(南アフリカ)が連ܠ。ηϭジϧϱχ大学がঐ඾化のための会社を設立。

SANBio
ϕϫジェέφ

Bush Tea
• ෫इ、ਝଃබ、ᄸଋ、ഐ஦の௩み、ಆ௩に効Վがあるとされ、
ఽ౹的にकにジϱώϔΦ、南アフリカのҲ෨でཤ༽されてき
た。

• ジϱώϔΦの産ۂ化の੣඾خ६に߻஗さͦる΄く開発、҈全
性をέリアしたޛに、国ࢤࡏ৖に。੣඾開発գఖの技術に͕
いて特ڒख得。

ːParceval Pty Ltd (南アフリカ)と Bio-Innovation(ジϱώϔェ)が関Κるۂࣆ。

考）Sechabaࢂ Bareetseng, Mika Yamana “Traditional Knowledge and Biodiversity in 
South Africa: CSIR Case” Nomos(Kansai University) No.45, 2019,pp63-94
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ϔϧϱχԿકྲྀʄΦοΨϒアのྭࣆ
• ΦοΨϒア੕ැはύϧʖ（Harar）、εξϠ（Sidamo）、
イϩΪοェフ（Yirgacheffe）について2005年3݆、ธ国でঐ標ड़ب。
前̐ंについては、ڍઊされたが、そのޛ、ύϧʖ(2006年）、
εξϠঐ標をౌ࿧(2008年）。ηνʖώρέηと໌সの࢘༽ܘ༁もగ結。
ΦοΨϒア੕ැは、GIでなく、ঐ標でのฯޤを॑ࢻ。

• ೖຌに͕いても、同੕ැは、2005年9݆「εξϠ」等のαʖϐʖಀのঐ標ड़ب。
2006年5݆にঐ標ౌ࿧されたものの、そのޛ、全ೖຌαʖϐʖڢ会がౌ࿧ໃ効৻
൓を੧ٽ。特ڒ庁は「εξϠ」は産ஏ໌であるのでঐ標法̑ড়̏ߺ̑ߴに֚౲す
るとして、ໃ効の৻݀。

˲ΦοΨϒア੕ැは、その৻݀を不ෲとして知財߶ࡍに৻݀खভ૎ৃを提૎。
に「ΦοΨϒア産の߶඾࣯αʖϐʖಀと認ࣟでعश的にはそれらのαʖϐʖಀは࠹
きる」「ଠঐ඾とࣟพできる」等として、ౌ࿧ໃ効とした特ڒ庁৻݀をखভした。
（知財߶ࡍฑ੔22年3݆29ೖ൓݀）

WTOにも、Ϗリড়༁、
ϗϩϊড়༁、

ARIPO,OAPIにも
າՅ໏の国。

ೖຌͳの協ಉΝ͓ߡΖ
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͟ੜ௎ありがとう͟͡いました。
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〒564-8680 吹田市山手町3丁目3番35号 E-mail:  keiseiken@ml.kandai.jp

TEL(06)6368-0653／FAX(06)6339-7721

関西大学研究所事務グループ

　2000 年度以降、アフリカは世界平均を上回る経済成長率を遂げてきた。そして、2021 年
1 月からはアフリカ大陸自由貿易圏（AfCFTA）が始動し、アフリカ全域での共通市場化が進み
始めている。 日本は 1993 年より TICAD（アフリカ開発会議）を主導し、官民挙げての連携を
掲げ、特に 2013 年以降は、アフリカをビジネス・パートナーと位置づけて、相互の成長戦
略を提示してきたが、その一連の政策も検証の時期にあるといえる。 
　本セミナーでは、第１報告では、アフリカ、特にサブサハラ（サハラ砂漠以南）に加速す
る諸国企業の進出実態と共に、日本企業進出の現状と課題、日本の対アフリカ政策に必要な
指針について報告する。第２報告では、アフリカ発のイノベーション創出に必要な知的財産
権保護の役割とそのための政策を再考しつつ、「知的財産」を切り口にアフリカの発展につ
いて考察を行う予定である。

202320232023202320232023 222999
13:00 16:1013:00－16:10

［東西研・経政研・法研］関西大学3研究所合同

@touzaiken.keiseiken.hogakuken

ぜひフォローをお願いします。

関西大学文系３研究所@KU_kenkyusho

最新情報発信中！
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右記QRコードより申込フォームにアクセスの上、お申込み下さい。

申し込みフォームを利用されない方は、氏名・ふりがな・所属・連絡先（電話番号·メールアドレ
ス）・参加人数・参加方法（来場orオンライン）、件名に「9/2産業セミナー申込」を明記の上、下
記のお申込み先（関西大学研究所事務グループ）までハガキ、FAX、E-mail（keis-
eiken@ml.kandai.jp)でお申込みください。

申込締切 ： 8月25日（金） 12：00申込締切 ： 8月25日（金） 12：00

事前申込制
対面参加：先着１００名

https://forms.gle/nspdsThaoWoAPVFE9申込方法申込方法

大阪市北区鶴野町1番5号

ハイブリッド開催 Zoom有

サブサハラ政策研究班産業セミナー産業セミナー
第259回第259回

関西大学 経済・政治研究所
経営者、企業・行政関係者、社会人、一般対象者

222999999 土

梅田キャンパス

第 1 報告者

第２報告者

アフリカ ・ ビジネス ―サブサハラの可能性の再検討―アフリカ ・ ビジネス ―サブサハラの可能性の再検討―

アフリカにおける知的財産制度の役割
　　―サブサハラの経済発展とイノベーション創出を考えるー

アフリカにおける知的財産制度の役割
　　―サブサハラの経済発展とイノベーション創出を考えるー

委嘱研究員、 甲南大学 経営学部 教授

聴講無料

日 時 会 場

ハイブリット
開 催

主　催：関西大学経済・政治研究所／後　援：大阪商工会議所  大阪市工業会連合会 大阪市産業経営協会 株式会社りそな銀行

から へ
―日本との協働促進にむけてー

「援助の対象」 「ビジネス・パートナー」「援助の対象」「援助の対象」 「ビジネス・パートナー」
サブサハラ ・ アフリカ、




